
脂動層
9月 13日、
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平成22年度「元気なふるさ

と秋田づくり活動支曇事業補

助金Jに申込み uヒ秋田振興
局)をし、その審査会に三浦
代表理事と事務局の川井理事

が出席t申請内容は、事業計
画のNPO認証記念フォーラ
ムに関した事業彙への20万
円の補助です。採択の預如が

届き具体化していきます。

北秋 田市を リサーチ

補助金審査会当日、森吉山

ダム及び資料館など北秋田市

の資源を見て来ました。他に、

観光案内所や直売所なとが入

っている四手美館、鷹業で比

内地角のメニユー、児童公口

内にあるSL、 綴子神社と大

大載館です。教育委員会にも

何い、新しい市立病院も。

あまり知られていない地域

資源の多さにびっくり.地域
の歴史や文仏 人 情報など

のネットワーク化の重要性を

改めて感しました。

9月 14日、操択説朗会
アミタ持続可能経済研究所

嚇(¬めの公募に申込みしてい

たところ採択さな 事業展開

していく上での説明会が事務

局近くの施設で行われました。

一部町正などがあり、事業開

始にはまだ至っていませんが、

今後の事―
について確認

し合いました。県内で男自と

2ヵ所採択されています.
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NPOX・人認証申講
秋田内瞳讐沿絲地域エコミュージアム会議

「山村再生プランJ採択事業の概略

疏議窃霧田盤塁ふうえ轟酬露留鞠で螢理
②新たな地域資源を発掘してサテライトづくりを行う

①内陸線稲 かした麹 調光の構想を策定する

中 膨 針 画百瞬t(100χ欄 )

①エコミュージアム構想づくり

展日のやサテライトは と麟 1路釣 ビジネスモデルの

研修:フ トパイザー増 満籾氏
②薇存の地域資源活用及び地城資源の掘り出しと活用

―
設叫 機 新た構 嚇

駅とその地域集藩のワークショップ(予定:日欧 タギ・●llD
地域mに コーディネーターを依頼しなから住民参加を促す
③サテライトの設定とネットヮーク及び工tlミュージアムによる
グラウンドデザイン

成果品として 沿線の地織自置とネットワークを表した「内陸線
エコミュージアム構懸口」を作成御刷別途予算・中
2駅集諄散策マップの作成い刷別途予算・中

諷籠事■60川鵬D
①蟷域資源を生かした「― alに対するモニターツアー実施
アドバィザー:凛珂部和彦氏

事業規模/①計崚 00万円・試行事業10万円哺 了理鵬零月10日 )
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前公立秋田美工短大学長

※エコミュージアムについて/井原満明氏
第2部=秋田内陸線ワークショップ

石川好先生をお招きして

日時/11月 13日 (土)午後1時開会予定
会場/阿仁山村開発センター 1鰍田市阿i貯舎藤り

第1部=石川好先生のご講演
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鵬 辺の宝物さが口をテーマにグループ討議していただき発表
ワークショップはね たでも参加できますが先着100名極までとさせていただきま,
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